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東富士五湖道路は供用後約 40 年が経過し、近年、舗装路面に陥没や空洞が繰り返し発生している。2016 年

より有識者委員会で検討を進めた結果、火山堆積物地質の原地盤に火山堆積物地質の盛土の細粒分が流出し、

空洞が発生したというメカニズムが推定された（図-1）。そして推定メカニズムに対する空洞化対策が 2024

年に事業化され 1)、既設盛土を良質材に置き換える工法の実施に向けて現在準備を進めている。しかしなが

ら抜本的な対策を講ずるまでの間も高速道路を通行するお客様の安全を確保する必要がある。そのため

NEXCO 中日本では陥没事象を未然に防止するために維持管理にて各種の点検・調査を実施している（図-2）。

定性的に路面状態を確認する手法として実施主体の異なる点検を３種類行う他、①路面形状の計測および②

路面下（深さ 1.5m 以浅）の空洞や緩みの把握を目的として、自走式車両（写真-1）を用いた調査を実施し

ている。本報告では空洞化対策事業の概要（発生メカニズムを解明するために実施した地盤調査、対策工法

の概略）および、維持管理において実施している空洞探査とその対応について述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 詳細調査により推定したメカニズム 

写真-1 地中レーダ探査車両と MMS測量用車両 図-2 維持管理にて行う点検・調査内容 

○盛土材の材料試験 ○地下水位観測 ○原地盤の開削調査 ○原地盤における物理探査  ・・・等 
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